
がん看護専門看護師の活動
がん看護専門看護師の認定が始まり25年が経過しました。2021年11月現在937名のがん看護専門看護師が
国内で活動をしています。がん看護は、2007年に制定された『がん対策基本法』を背景に、がん医療の大
きな飛躍に連動して発展しています。がん看護専門看護師への期待は、複雑な問題をもつがん患者さん・ご
家族への看護とともに、相談支援・放射線療法看護・がん薬物療法看護・緩和ケアなどが、高い質を保ちな
がら全国に均てん化できるシステムつくり、さらに教育・研究と多岐に広がってきています。

▶登録者の情報は、日本看護協会ＨＰをご参照ください。https://nintei.nurse.or.jp/nursing/qualification/cns

がん看護専門看護師　

937名（2021年11月1日現在）

https://www.jpncns.org/
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■北海道・東北　
■関東　　　　　
■中部
■近畿
■中国・四国
■九州・沖縄

日本専門看護師協議会が ん 看 護

109名
353名
130名
164名
100名
81名

病院内のどこに勤務しているの？

病院外のどこに勤務しているの？

病棟37.3％ 外来22.2％ その他
19.8％

看護管理部（室）18.9％
地域（在宅部門・訪問介護ステーション含む）1.3％

学校（認定看護師教育過程含む）0.5％

2021年3月現在

どの施設にいるのでしょうか？
病院　82.8％

病院外 17.2％

認定看護師養成機関0.2％

クリニック・診療所 1.7％ その他0.9％

学校・大学 7.4％ 離職中
3.6％

訪問看護ステーション 3.4％



https://www.jpncns.org/

▶登録者の情報は、日本看護協会ＨＰをご参照ください。

http://nintei.nurse.or.jp/nursing/qualification/cns　

1）一般社団法人日本専門看護師協議会（07 年～）
全認定領域CNSの任意の集まりです。詳細は、ホームページをご参
照ください。http://www.jpncns.org/
がん看護分野スキルアップセミナー（08 年～）
2）キャリア向上のための勉強会
▶日本がん看護学会　
「日本がん看護学会　特別関心グループ（SIG）：がん看護専門看
護師グループ（06年～）
日本がん看護学会に設置された特別関心グループ（SIG）に、「がん
看護専門看護師」グループをつくり、専門看護師を目指す人や既認
定者が、自己研鑽や交流を目的に事例検討会や講演会を行っていま
す。また、SIGには、「がん化学療法看護」「リンパ浮腫ケア」「在
宅がん看護」「アピアランスケア」などのグループがあり、がん看
護専門看護師も構成員の一人として自己研鑽に励んだり、研修会・
講演会を企画・運営しています。
3）がん看護専門看護師広報活動
▶日本看護科学学会交流集会（02 ～ 04 年）
▶日本看護学会「看護管理」（05 ～08年）
▶日本看護管理学会（07年）
▶日本緩和医療学会総会(06 年)
▶日本医療マネジメント学会（12年）
▶国立病院総合医学会（13～15年）
▶日本がん看護学会交流集会（19年）
4）参加事業（全国）
▶がん対策情報センター開催のがん対策関連研修の企画・運営と講

師・ファシリテーター
▶ELNEC-J（The End-of-Life Nursing Education Consor-
tium-Japan）プログラムの開催やファシリテーター（日本緩和医療
学会）
▶E-FIELD（Education For Implementing End-of-Life Discus-
sion）におけるファシリテーター（厚生労働省委託事業）
▶相談支援センター相談員講習会
▶相談支援センター相談員基礎研修会
▶相談支援センター相談員研修プログラム検討委員
▶がん看護研修企画・指導者研修
▶がん診療連携拠点病院緩和ケアチーム研修会
▶がん診療連携拠点病院緩和ケアチームワークショップ
5）参加研究（厚生労働科学研究費補助金）
▶緩和ケアチームの基準の明確化に関する研究
▶緩和ケアプログラムによる地域介入研究
▶訪問看護サービスの需要と供給に関する検討
▶がん医療の均てん化に資する緩和ケアに携わる医療従事者の育
成方法に関する研究
▶がん対策の実施基盤及び推進体制に関する国際比較研究
▶緩和ケアガイドライン作成に関するシステム構築に関する研究
▶地域がん診療拠点病院の機能向上に関する研究―地域がん診療拠
点病院の連携、研修教育システムの樹立に関する研究
▶医療機関がん診療機能客観的・第三者評価標準システムに関する
開発研究

▶質の高い看護の提供
がんの予防から診断・治療・共生・終末期のケアを、時期を問わ
ずに行います。
「がん看護CNSの配置により算定可能な診療報酬（令和2年診療
報酬改定）：緩和ケア診療加算、がん患者指導管理料イ、がん患
者指導管理料ロ、外来緩和ケア管理料、在宅患者訪問看護・指導
料3、同一建物居住訪問看護・指導料3」
▶医療政策の推進
都道府県および地域がん診療連携拠点病院の整備に参画し、がん
医療の均てん化や、地域医療連携を促進しています。
また、がんゲノム中核拠点病院、がんゲノム拠点病院および連携
病院におけるがんゲノム医療の体制整備に参画しています。
▶チーム医療の推進
外来化学療法センター・放射線治療室・緩和ケアチーム・緩和ケ
アセンター・相談支援センター・がんゲノム外来などにおいて多
職種による質の高い医療が提供できるように、円滑なチーム作り
を推進しています。
▶がん看護教育
多様なニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッシ
ョナル）養成プラン」（文部科学省補助金）、大学院CNS 教育
・認定看護師の養成教育を行っています。

▶倫理的な判断に基づく調整
倫理事例の検討・臨床倫理カンファレンス・看護倫理委員会など
を担当し積極的に患者さんの擁護者役割を担っています。
▶看護師のエンパワーメント
症状マネジメントやコンサルテーション、カンファレンスな
どを通して、看護師全体の力を引き出しています。
▶がん看護の技術開発　エビデンス構築
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一般社団法人日本専門看護師協議会

何をしているのでしょうか？

どんな社会活動をしているのでしょうか?

がん看護専門看護師

看護師国家免許取得

5年の臨床経験（がんに関連した）

大学院のがん看護専門看護師コース

臨床での上級実践

専門看護師認定試験

どうすればなれるでしょうか？


